
お客様が抱える切実なお悩みを想像して

AIからもおすすめされる

 WordPressSEO・GEO

キーワード🏅必勝選定法

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

今ここ、一番SEOで面白いところだよ！



このセクションでは

お客様の切実なお悩みを想像して

キーワードを選定する方法を

学びます

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

今ここ、一番SEOで面白いところだよ！
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Buddy@i Model-W

キーワード選定ワークシート

📝

↓クリックするとワークを受け取れます

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

今ここ、一番SEOで面白いところだよ！
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🎥動画解説
↓クリックすると解説がはじまります

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1lapDHd3IdvaQUOkkKcifUtLcYhPstgoIiRqhVOXgXC0/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1lapDHd3IdvaQUOkkKcifUtLcYhPstgoIiRqhVOXgXC0/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1lapDHd3IdvaQUOkkKcifUtLcYhPstgoIiRqhVOXgXC0/edit?usp=sharing
https://www.active-note.jp/college/seokeyword/


検索意図とは、

「ユーザーがそのキーワードを検索する理由」のことです。

例えば、YouTubeで「ダイエット 方法」と検索する人は、

　✅ 知りたい →「ダイエットのやり方を調べたい」

　✅ やってみたい →「実際にできるエクササイズ動画がほしい」

　✅ 買いたい →「ダイエット商品を比較したい」

このように、同じキーワードでも求める情報が違います。

質問相談

検索意図ってなんですか？
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🍀 Googleで検索してみよう
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🍀 ウーバーサジェストを使ってみよう
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月間検索ボリュームと難易度が検索画面でわかります



🍀 まずはGoogle Chromの

拡張機能をダウンロードしてください

113
ウーバーサジェスト公式ページ

無料会員登録しましょう

有料登録すると

1日に確認できる

検索キーワード数が

増えます

https://chromewebstore.google.com/detail/ubersuggest-seo-and-keywo/nmpgaoofmjlimabncmnmnopjabbflegf?hl=ja&pli=1
https://neilpatel.com/jp/ubersuggest/


🍀検索ボリュームが多くて

　難易度が低いキーワードを選ぼう

検索ボリュームが多く

難易度が低いとなぜいいの？難易度はSD

検索ボリュームが多い

＝それだけ多くの人が関心を持っている、が

難易度が高いとライバルが強くて上位になれる

可能性が低い

競合が少ない

＝上位表示されやすく、まだお客様の問題を解

決している人が少ない

＝選ばれるチャンス！
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検索ボリュームはvol

SD30くらいまでが

初心者の狙い目



🍀 お客様から聞かれた相談を

そのままキーワードとして扱おう

115



🍀具体的なキーワードからはじめよう
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単語や短いことばだと

検索volが大きい、ライバルが多い

キーワードになってしまいます。

具体的なキーワード、2語以上の

キーワードを選んでみましょう。

例：痩せる食事、だと検索ボリュームが

ものすごく多い、具体的になるほど

ボリュームがへり難易度も下がります



🍀シートに記入していきましょう
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拡張機能からコピー 貼り付ける（ズレたらなおしてね）



質問相談

検索ボリュームが０や少ない時は

記事を作ってはだめですか？

結論：作るべき！　切実なお悩みならば

① ライバルが少ないので上位表示しやすい

検索ボリュームが少ない＝競争が少ないため、適切なSEO対策をすればすぐに上位表示されやすい。

② たったひとりのペルソナに深く刺さる　GEO

ニッチなキーワードは、検索する人が少ない分、本当にその情報を必要としている人に届く。

例えば、「強み発掘 女性起業家 AI」で検索する人は、ピンポイントな悩みを持っているので、

成約につながりやすい。

③ 未来のトレンドになる可能性がある

今は検索ボリュームが少なくても、今後トレンドになるキーワードなら早めに動画を作ること

で先行者優位を取れる。

（例：「AI活用　マーケティング」は数年前は検索ボリュームが少なかったが、今は激戦区）
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質問相談

競合が強いキーワードで

記事を作ってはだめですか？

結論：作るべき！

①競争が強い＝需要がある
検索ボリュームが多いということは、それだけ知りたい読者が多いということ。

「視聴者の1％でも動画を見てくれれば、大きな再生回数につながる」と考えれば、狙う価値があります。
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質問相談

お客様の質問内容と一致する

キーワードがありません

結論：キーワードを

当てはめる必要はない、

質問文をそのまま使おう

AIは口語体の方が理解する

読者のお悩みそのままを記事にすることで

同じ質問をしている人の目に前にポンとでやすくなります。

その人にぴったりの答えになるからです。
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